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一般公開委員会委員長  川島 直輝 

本年度の一般公開は、「探し出せ！「もの」の中のすご

いもの」のキャッチコピーのもと、2022 年 10 月 22 日

(土)に行われた。コロナ対策のため、昨年、一昨年に引き

続き、オンラインでの開催となった。昨年度までは、各コ

ンテンツの視聴・参加の入り口として、広報室の作成した

一般公開用ウェブサイトからのアクセスに加えて独自開発

したプラットフォームであるバーチャル物性研を利用した

が、今年度は後者に替えて商用アプリケーションである

Gather Town をプラットフォームとして採用した。図 1

のようなややレトロなビデオゲーム風のバーチャルワール

ドの中を自分の身代わりになるアバターが動き回り、いく

先々のマーカーをクリックするとそれに対応するコンテン

ツの視聴ができるほか、参加者同士の音声での会話、文字

によるチャットなどもできるようになっている。会場のレ

イアウトや装飾などは物性研スタッフが作り込みを行った。

 図 2 に 2022 年物性研一般公開で公開されたコンテンツ

の一覧を掲載する。今年度の出展は 22 であった。うち、

一般公開委員会で用意したライブコンテンツは 6。とくに、

今回のサイエンスカフェでは、放射光を用いた観測につい

て、木村所員が多くの興味深い実例を挙げながら、一般参

加者にも興味をもってもらえるように丁寧平易に説明をし

てくださった。(図 3)また、プチサイエンスカフェでは、 

物質設計評価施設の浜根技術専門職員の「デンケンで覗く

ちいさな世界」、松田(康)研石井助教による「地上で一番

強い磁場」、尾崎研河村助教による「電子の海面を滑る」

など、さまざまな話題について、これも一般の視聴者の興

味をひくような話をしていただいた。とくに、河村助教の

企画のテーマである「フェルミ面」という専門的なキーワ

ードが意外と注目を集めていたようだ。(図 4) 
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図１：Gather Town 
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図 2：2022 年一般公開コンテンツ一覧 
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 学生サイエンスカフェについては、一般公開委員でもあ

る長谷川研の土師助教がコーディネータを務めてくださり、

物理系と化学系の 2 回に分けて行われた。物理系では𠮷信

研 D1 の亀山理沙子さんと𠮷信研 M1 の阪口佳子さん、化

学系では松田(巌)研 D2 の辻川夕貴さん、近藤研 M2 の

福島優斗さん(図 5)が登場し、物性研での学生の日常的な

研究生活から、余暇の過ごし方、地域の魅力まで幅広い話

題で楽しいトークを展開していただいた。 

 

 

 

図 3：サイエンスカフェ(木村所員)「ここまで見える！最先端の

X 線写真の話」 

 

 

図 4：プチサイエンスカフェ「電子の海面を滑る」(河村助教) 

 

 

図 5：学生サイエンスカフェ(中：辻川さん(松田(巌)研)と 

右：福島さん(近藤研)) 

ライブコンテンツとしては、このほかに、パルス強磁場

とレーザー発振の 2 件の企画があった。前者では、強磁場

施設の様々な実験室風景や、実際の実験の様子などが、事

前に作成された動画に対してライブ解説で紹介された。

(図 6)また、後者は、レーザーの不思議さ面白さをリモー

トで体験できる企画となっていた。 

ライブコンテンツ以外に、14 もの常設コンテンツが展

示され、多くの視聴者の関心を集めていた。私自身もその

ほとんどについて、中身を拝見し、非常に「面白く、ため

になる」内容に強い印象をうけた。図 7 はそのなかでリッ

プマー研から提供していただいた企画「非常に薄いセラミ

ック膜を成長させる方法を見てみよう」のものである。 

 

 

 

図 6：強磁場実験「めぐろうパルスマグネット：強磁場施設ツアー」 

 

 

 

図 7：リップマー研「非常に薄いセラミック膜を成長させる方法

を見てみよう」 
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このように、非常にたくさんの充実したコンテンツに恵

まれ、参加者からの声は概ね好評だったように思う。欲を

言えば、オンラインとはいえ冒頭に述べたように機能的に

はかなりの程度双方向コミュニケーションが可能であった

にもかかわらず、十分にその機能を生かしきれていなかっ

た印象がある。これはひとえに、私の勉強・準備不足のた

めである。今後、機会があれば、別の形でより充実した双

方向コミュニケーションを実現できればいいと思う。参加

者アンケートによると、コンテンツに関する要望としては、

講義・セミナー形式の「正統的な」内容のものを今以上に

期待する声もあった。普通の講義・セミナー形式のプレゼ

ンであれば、多くの研究教育スタッフの得意とするところ

でもあり、可能性をもう少し検討すべきだったかもしれな

い。また、今回は、最近の物性研所内通信ネットワークの

不調によるトラブルが懸念されたが、直前まで情報技術室

スタッフと総務係の方々にはバックアップ経路の確保など

にご尽力いただき、本番では通信が原因となるトラブルは

ほとんどなく実施することができた。 

コロナの蔓延に伴う社会の混乱もしくは「新しい日常」

も収束しつつあり、次回の一般公開は久しぶりのオンキャ

ンパス開催も期待されるところである。オンラインでの大

型イベントが今後どのような形で展開されるか(あるいは

されないか)いまのところ不確定であるが、オンラインと

オンサイトでは、参加者の層が大きく異なっているので、

それぞれの意義はかならずしも同じではない。というより

多分かなり違ったもののように思われる。振り返ってみる

と、あまりそうした目的と対象の整理が十分でないままに

コロナ禍の波に飲まれた感もあるが、一昨年の常次委員長、

昨年の小林委員長、のもとで始まり、今年で 3 年目となっ

たネット越しのコミュニケーションの技術やノウハウは遠

方の参加者とのコミュニケーションの有用なツールとして、

今後も何らかの形で続けられていくことと思う。その意味

でも、直近 3 年間の一般公開への取り組みは物性研にとい

って無形の資産となったと思う。 

本企画が全所的な協力のもとに実現されたことは言うま

でもないが、とくに素晴らしいコンテンツを多数提供くだ

さったスタッフ・学生のみなさん、動きの遅い一般公開委

員長を叱咤して物事が動くようにしてくださった広報室の

餅田さん、万事粗漏なく手配りしてくださり困った時には

必ず頼りになる事務系スタッフとくに総務係のみなさん、

オンキャンパスジョブでお手伝いくださった大学院生のみ

なさん、Gather Town という慣れない試みをなんとか実

現させてくださった情報技術室と大型計算機室の両福田さ

ん、さまざまな企画とくにライブ配信が滞りなく実現する

ように環境を整えてくださった一般公開委員のみなさんに

は感謝申し上げたい。 
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